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おわりに

はじめに

筆者は先に，中世南ネーデルラント毛織物工業に関する H. ピ レンヌ説の批

判的検討を通じて，同工業に対する様々な新しい知見が提示され，ヒ°レンヌ説

に代わる体系化が要請されていること， しかもそうした体系化は，何よりも中

世末期都市一農村工業関係の新しい把握を含むこと，を指摘した (1)。そこでの

主たる議論は， 次の 5点に要約される。即ち， 1)原料羊毛の多様性に対する

認識， 2)「商人＝企業家」主導論への批判， 3)農村工業遍在とそのギ）レド的
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性格の確認， 4)ギルド規制の再評価と都市工業の高級品生産特化の強調， 5)

都市一農村工業間での輸出機能交替の検出，である。

筆者は，以上の議論を踏まえ，中世後期フランドルの都市及び農村毛織物工

業研究の一環として，両者の関係を印象的に示す14世紀イープル・ボーペリン

ヘ紛争の究明 (2) を当面の課題としているが，本稿ではその作業の一部として，

ひとまず14世紀初頭までに時代を限定した上で，イープ）レ毛織物工業を取り上

げる。

その際，以下の 2点を考察の前提として確認しておく。即ち第 1に， 14世紀

初頭を画期として，フランドル都市工業が一貫した衰退過程に入ると強調する

ピレンヌ説(3) を検討するためにも， 前記の時代区分が適当であること，第 2

に対象をイープルに限定せず，少くとも13世紀末までにフランドル内外の史料

に見られる限りで，ボーペリンヘ毛織物工業の動向にも注目する必要があるこ

と， である。 こうした点に留意した上での検討を通じ， イープ）レ毛織物工業

について，上述の諸論点がどのように検証できるかを明らかにすることが，本

稿の主題である。

I イープル毛織物の生産・流通形態ー1280年以前一

(1) 外国市場への輸出

北部ヨーロッパの毛織物輸出 特に地中海地域へのそれ-は， 12世紀

以前に遡ると想定されている (4)。イープルについても，ピレンヌが有名な論文

(Piren謳〔36〕）において，その毛織物の12世紀初頭ノヴゴロドでの恒常的流通

を確認した上で， それ以前からの南欧市場へのより活発な輸出を示唆してい

た(5)。その後の研究でも， 12世紀中葉にはイープル毛織物工業が大規模な輸出

工業として確立し(G)'13世紀においては， イープル商人及び毛織物への言及

が，西欧各地でなされているとされている (7)。殊にイタリアにおいては，イー

プル製品が他のフランドル都市のそれに比して圧倒的優位にあり (S)'1260-

1302年にジェノヴァの史料から他のフランドル都市の毛織物に関する記述が見

られなくなった時期でさえ，イープルのそれに対する言及がなされていること



13世紀末イープル毛織物工業の変容過程 - 95-

が指摘されているのである (9)0 

他方12-3世紀南欧市場への活発な輸出に比べ，同時期の他の外国市場，特

にドイツヘの輸出は未だ小規模なままに止まっていた。アンマンによれば，

1320年までにドイツ・ハンザを通じて毛織物輸出を行なっていた生産地は，一

次に述べるポーペリンヘも含めて一ー10ほどを数えるに過ぎず (10)' 従って，

フランドル毛織物工業の発展において， ドイツ市場は南欧市場ほどに重要性を

有してはいなかったといえる (11)0 

13世紀フランドル都市輸出工業のこうした繁栄と並んで，同時期の農村ある

いは小都市での毛織物工業の一定の発展も指摘されており (12), そのことは， 14

世紀以降に大幅な展開を遂げるポーペリンヘについても同様である (13)0 
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ボーペリンヘ毛織物の輸出に関しては， 1268年カスティリアの Jerezにおい

て最初の言及がなされ(14), その後13世紀末シャンパーニュ (15) で， 1290年及び

1312年にジェノヴァ (16) でその史料が残されている。更にポーペリンヘは既に

13世紀から，ブリュッヘを来訪するドイツ商人の手を通じてドイツヘの輸出に

参加しており (17), 安価な大衆品の販売により，やがて14世紀にはバルト海地域

への輸出での最も重要な地位を占めるに至る (18)。

(2) ハンザ商人による流通支配

12-3世紀においても，既に外国商人が直接イープルヘ赴いていたことは否

定され得ないが(19), 当時のフランドル毛織物工業の繁栄は，その能動的商業と

密接に結びついていた (20)。そしてこの商業は， 13世紀には複数都市を結ぶ特権

的商人集団の形成によって，強力に押し進められていたのである。いわゆるロ

地図〔n〕 フランドル能動的商業の主要な活動地域。

Iイングランド nラインラント 皿北ドイツ及びバルト海地域

Wシャンパーニュ及び北イタリア V大西洋沿岸地域。
Van Houtte 〔応〕， p.92から作成。
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ンドン・ハンザ LaBanse flamande de LandresとXVII都市ハンザ La

Banse des XVII Villesがそれである。

前者については，既にヒ゜レンヌ (Pirenne〔認〕； Id. 〔3釘， p.278)及びファン

・ウェルフェーケ (VanWerveke 〔認〕； Id. 〔51〕）・の研究により，ある程度の

解明がなされていたが，両ハンザを初めて体系的に取扱ったのは H.ローラン

である。ヒ°レンヌと同様，両者が全く別組織であると断定した上で (21), ローラ

ンは，ロンドン・ハンザをイギリスからの羊毛輸入に，また XVII都市ハンザ

をシャンパーニュヘの毛織物輸出に従事する組織，と明快な性格規定を行なっ

た(22)。ロンドン・ハンザについては， E.ペロワによってヒ゜レンヌ以来の定説

に大幅な修正が呈示されたが<23), XVII都市ハンザに関しては若干の訂正が求

められている (24) だけで，少くとも13世紀末までについては，ローランの所見

が現在も認められているといって良い (25)。

ところで，先に挙げたフランドル能動的商業の主要な目的地のうち，最も重

要な地位を占めたのはシャンパーニュの大市 (26) であったが， 同大市への毛織

物輸出に営みの重心を置く XVII都市ハンザは， 13世紀を通じての輸出の増大

とともに，「北部の毛織物工業とシャンパーニュ大市を結合させる商業組織そ

のものと見なされる」 (Laurent〔泣〕， p.89)程重要な役割を担うに至った。

既に 13世紀初頭からシャンパーニュ大市と緊密な関係を保っていたイープ）レ

は(27), やがてフランドル諸都市中最も重要な地位をそこで占めるに至る。同大

市が開催される主要 4都市 トロワ，プロヴァン，バー）レ・シュー）レ・オー

ブ，ラニー では， XVII都市ハンザに所属する各都市が，商取引のための

建物を借り受けているのであるが，それに関する史料においては，イープルに

よる借用に対しての言及が圧倒的に多い (28)。従って， 13世紀フランドルの毛織

物輸出において枢要な地位を握っていた XVII都市ハンザの中でも，イープ）レ

はその主導的役割を果たす程重要な意義を担っていたのである (29)。

13世紀イープ）レ毛織物の輸出入を一手に握っていたハンザ商人は，富裕市民

＝都市貴族層から形成されていたが， s.フェシェイー）レ (Fechey託19〕）によ

れば，都市貴族は78家系とされ，そのうち特に有力な30家系がハンザ商人の大

部分を成していた。しかもこれら78家系は，参事会員職を独占することで市政
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全般をも支配していたのである。ところで， H.ローランによれば,XVII都市

ハンザは単なる商業上の連合体ではなく，市政掌握者としての商人＝都市貴族

層の結合組織であった。従って，彼らは法的・行政的諸側面においても．都市

間で様々な相互協定ー一例えば，規約違反を犯した手工業者を加入都市におい

ては雇用しないことの申し合わせーーを結び，都市貴族支配の維持・強化を図

っていた (30)。しかしながら．こうした商人＝都市貴族支配は，少くともイープ

ルにおいては．毛織物工業の発展とともに次第に手工業者の不満を増大させ．

13世紀末に至って勃発する内乱の大きな要因ともなったと考えられる (31)0 

(3) ドラピエによる生産の組織化

前 2項においては，イープル毛織物の輸出が， 13世紀後半までは順調な発展

を示したことが明らかにされた (32)。次に問題となるのは，在地における毛織物

生産及び流通の実態であろう (33)0 

まず流通形態を見るならば，イープルでは既に1127年から年市の存在が確認

されている。そして13世紀には他の 4都市とともに， 1年のサイクルをなすい

わゆる..7ランドル年市" (34) が形成され， シャンパーニュ大市との接合を通

じてイープル毛織物工業の躍進に大きな貢献をしていた (35)0 

しかしながら，毛織物工業の発達とともに，恒常的な取引にとってより重要

な役割を担ったのは， 1200-25年に建設された毛織物取引所 (36) であろう。そ

こでの輸出向け高級品の主たる購買者は外国商人であり， 13世紀末から14世紀

初頭にかけての在地取引に関する規定を示した史料の中で，スペイン，ナヴァ

ル，ガスコーニュ及びドイツ商人に言及がなされている (37)。ところでこうした

外国商人は，必ずしも自ら直接に取引を行なったのではなく，その営みに在地

商人との折衝を介助する「仲介者」 courtierを伴うのが通例であった。

ィープルの「仲介業」 courtage については， 1281年4月の伯文書において

触れられているが (38), その出現はそれ以前に遡ると考えられる (39)。仲介業は，

本来外国商人の投宿先の「宿主」 hotelierだった者が，その商人の取引を介

助することに由来するとされ，外国商人の仲介者であると同時にその保証人で

もあったため，信用売買の際には，一方では，保証金と契約書を当局に提出す
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ることが彼らに義務付けられており，他方では，正式な契約を交さないで仲

介者と取引した債権者には，損害が生じた場合の賠償請求が認められなかっ

た(40)。また仲介者には手工業との兼職及び両替業が禁止され，羊毛と毛織物の

双方で仲介業を営むことも認められていない (41)。このように若干の規制があ

るとはいえ，イープルでは仲介業の規定が成文化されるのはより遅い時期であ

り，少くとも14世紀初頭まではかなり自由な活動が許されていた (42)。そして仲

介者あるいは宿主は，ー反当りトゥールネ貨 4グロートの手数料で，毛織物取

引所で毛織物を購入，それを寄宿中の外国商人のもとへと運んだのである (43)0 

さて以上のように，取引所は外国商人に向けた高級毛織物の販売所であった

が，毛織物の種類に応じて一週間のうちで販売日が指定されており (44), また取

引所内でも種類により販売の場所が決定されていた (45)。そしてその中で毛織

物を売ろうとする者は，「売台」 etalの権利を市当局から一定金額で買い取る

方式で，販売許可を得ていた。しかしながら，この場合そうした資格を持つの

は，事実上特権的地位にあるイープ）レ商人だけであった。従って手工業者は，

自らの高級生産物を直接販売することを禁じられ，またイープル商人への売り

渡し価格についても，商人＝都市貴族の利害を代表する都市当局が(46) 恣意的

に決定していたのであり，後に見る上層手工業者でさえ，取引所の入口付近で

在地市場向けの大衆品の販売を許されたのみであった (47)0 

ィープ）レの手工業者達は，上述のように流通部面においては商人に対して従

属した地位にあったが， 毛織物の生産部面においては決してそうではなかっ

た。このことは，イープ）レの「ドラピエ」 drapiers層の性格を考慮するとき

明らかとなる。「ドラビエ」の語が中世南ネーデルラントでは， 時代・地域に

よって異なる階層を意味したことは， E. コールナールの指摘以来通説となっ

ているといっても良い (48)。毛織物商人に対する規約 keureにおいて，商人と

ドラピエとが明白に区別されている (49) ことからも分るように，イープルでの

ドラピエは 特に1280年以前において一一明らかに手工業者であった。 G.ド

ゥドレは， 1280年 9月に伯及び都市当局により公布された 3つの文書 (50) 及び

1281年の伯文書(51) の内容の検討 (52) により，イープ）レのドラピエの性格を次の

ようにまとめている。①主として自らも生産する親方織布工の地位 (53)にあり，
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②ハンザ商人から原料羊毛を購入，③紡毛など準備工程に従事するとともに，

④縮充・染色・剪毛など仕上げ工程は下請けに出し，⑤しかもこの間生産対象

の所有権を持つ。即ち，彼らは大商人と下層手工業者の間に位置する小企業

家(54) だった，としているのである。

このように， 13世紀におけるイープルのドラビエは生産組織者としての地位

にあり，下請け手工業者を抱えて前貸体制を敷いていた。 1280年以前の状況を

最も忠実に反映していると思われる1280年のフランドル伯及びイープル参事会

の文書において， 剪毛エがドラヒ゜工の下請けを行なっているとの記述が見ら

れ(55), こうした仕上げ工程の手工業者とドラピエとの関係を明示している。無

論ドラピエの前貸支配の下にないような，独立小手工業者の存在も見逃がすこ

とはできない。例えば，既にドラピエの経済的上昇が顕著な13世紀末の工業規

約において， ＜自らの毛織物を染色する染色工は，別の毛織物を手間賃を得て

染色することができない)(56) とあるように，独立した経営を行なう染色工の存

在も示唆されているのである (57)。都市イープルの領域は， 13世紀中葉フランド

ル女伯マルグリットの支援により一定の拡大を見たのであるが，上記の下層手

工業者は，主として市壁外の faubourgに広く集住し経営を行なっていた (58)0 

また毛織物工業のこうした地理的拡大とともに， 1260年代には都市当局による

原料・製品の品質検査が厳密に行なわれる史料が登場し (59), また同職組合形

成の傾向も見てとれることから (60), 生産部面内部の組織化も相当進んでいた

と思われる。

既に述べたように，イープル毛織物工業において，生産部面はドラピエを主

たる生産組織者として， 商人からは相対的に独立していた。従って， 13世紀

を通じての輸出拡大を伴なう毛織物工業の発展は，手工業者—―ーとくにドラビ

ェ—にとって経済的上昇の機会となった。しかしながら，流通部面の支配維

持を図るイープル商人＝都市貴族層は，こうした手工業者層の発展を抑えるべ

く間断なき抑圧を加え，手工業者の不満を増大させるとともに，彼らとの対立

を深めることとなったのである。

なお，ポーペリンヘ工業については，史料が十分には伝来していないがそれ

でも14世紀初頭以前について，以下のような点を指摘できる。
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まず，ボーペリンヘでは，領主サン・ベルタン修道院から毛織物取引が許さ

れており (61), かなり恒常的な毛織物の商業が行なわれていたことを想像させ

る。次に，これを裏づけるかのように，イープル仲介者のポーペリンヘにおけ

る毛織物購入に関して史料が残されている (62)。更に，ボーペリンヘ手工業者

は，膨大な数で1280年のイープルの内乱に加担したのであるが (63), その中には

「ドラヒ゜エ」と呼ばれる手工業者が存在したことが明らかになっており (64), ボ

ーペリンヘでの毛織物生産においても，既に1280年以前に一定の分業関係が存

在していたことが示唆されているのである。

]I 1280年の内乱 Cokerulleとその背景ー1280年の

3文書を中心に一

1280年の前後にフランドル諸都市—ブリュッヘ，ヘント，イープ）レ， ドゥ

ェ， トゥールネーーにおいて，連鎖的に手工業者を中心とした内乱が発生し

た(65)。このうち1280年10月に発生したイープルの内乱は， "Cokerulle"と呼ば
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れ，この時期の代表的騒乱とされている。ところでこれは，本稿で対象とする

13世紀イープル毛織物工業における初の内乱であった (66)と同時に，同工業に多

大の変化をもたらす重要な契機ともなった点で (67), 注目に価する。以下ではイ

ープル毛織物工業の変容という視角から，この内乱に関する考察を進めていく。

(1) 史料の検討

"Cokerulle"についての重要な手掛りとしては，内乱直前に市参事会と伯に

より，毛織物手工業者に向けて公布された 3つの文書が挙げられ(68), それらの

写本は， リルのノール県文書餡の B1564, 4e cartulaire de Fland reのうち

にそれぞれ No.53, 54, 201 (以下文書 A,B, C と呼ぶ）として保存されて

いる (69)0 

これらの年代については，いずれも1280年 9月とあるのみで日付がなく，ま

た文書Cがパリで起草されたことに触れているだけで，他 2者には起草地も記

されていない。 G.エスピナと H. ヒ°レンヌはその史料集において， これらを

『工業規約』玲glements industrielsとして収録し，まず文書Cを No.750と

して『都市イープルの毛織物生産者及びドラヒ゜工に向けてなされ，伯によって

確認された参事会の命令』との標題を付し全 6条に整理して印刷し，次いで文

書Bを No.751として『フランドル伯ギィ・ド・ダンビエール及び参事会員に

よってイープル剪毛工に対してなされた命令』全28条とし，最後の文書Aを

No. 752として 『フランドル伯及び参事会員によってエスタンフォール織り

estamfortsの縮充工に対してなされた命令』と題して，全11条に整理してい

る。なおそこでは，毛織物工業に直接関係しない部分の文言は削除されてい

る(70)

゜
ところで，上記 3文書の持つ意味についてみると，エスピナとヒ゜レンヌは，

それらが起草された目的は，手工業者による内乱発生を予感した都市当局が，

それを鎮静しようとしたことにあったとしている。また起草期日についても，

1280年 9月18日から10月16日まで市参事会の法廷審理が中断している事実を挙

げて，それらの日付を 9月18日以前と想定し (71)' イープルでの起草の後，それ

らが当時パリに滞在中であったフランドル伯の署名を求めて，そこヘ一括して
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送られた，と考えていた。しかも，内乱の急速な勃発によって，これら 3文書

は結局公布されいままであった，としているのである (72)。

しかしながら， "Cokerulle"に関する詳細な研究を行なったドゥドレ (Dou-

delez 〔且〕）は，次に述べるような観点からの前記 3史料の徹底的な検討を通

じて，エスピナ，ヒ゜レンヌに至る以上の所説の誤謬を指摘するとともに， 3つ

の文書の持つ本来の性格を明らかにしたのである。

まずドゥドレは，文書A・Bと文書 Cにおける書式の大きな相違に注意を喚

起する。即ち文書Cでは，公布主体がイープ）レ参事会とされ {nous esche-

vins de le vile dyppre faisons savoir .a tous ke ... 〉-, 後にフラン

ド）レ伯がパリで確認するという体裁をとっている (73) のに比べ，文書A・Bで

は， いずれも公布者がイープル参事会とフランド）レ伯両者であることが明言

-{  ... ce soi t certaine chose a tous si avons nous Guis cuens de flandres 
et notre eschevin devant <lit ceste ordenance donnee as foulons devant 

nommeis. , .. } (文書A),{ ... Tout chou avons nous cuens de flandres et 

eschevin devan t nommei ... } (文書B)一ーされるのである。 ドゥドレによ

れば，後2者に共通の書式は当時のイープルで通常使用されていたものであ

り，従って文書A・Bはパリではなく，イープルで起草されて公布されたに違

いない，と結論づける (74)。

以上の如<' 各文書の作成地が決定されるとすれば， 第 2に問題となるの

は，これら 3文書の起草期日であろう。ドゥドレはそれを，フランドル伯ギィ

の行動日程から追求している。即ち，まず，伯が様々な内政上の処理，折衝を

フランドル内で行なっている事実を挙げて，彼が1280年 8,...,_, 9月にはずっとフ

ランドルに留まっていたことを示すとともに，特に仏王の要請を受けてフラン

スヘ出兵する直前の 9月18日から26日にかけて，伯がイープルに立寄っている

ことを指摘するのである。ところで，イーフ゜）レは伯の滞在によってその法的権

威の下に入り，その間参事会の法的機能は停止するのが通例であって，ここで

問題となる期間についてもそれは同様であった (75)。そこでドゥドレは，イープ

ルで起草されたと考えられる文書A・Bが，参事会と伯との連名で公布されて

いることから， 9月18日以前とするエスピナ， ヒ゜レンヌの説とは全く逆に，伯
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のイープル滞在中に前記2文書が起草され，公布された可能性が大きいとす

る(76)。更に，伯は 9月27日以降フランスヘ出発しているのであるから，パリを

最終的起草地とし，伯の印を押された文書Cが，他の 2文書よりも後に起草さ

れたことは明らかだとするのである。

以上のような，文書A・Bに対する文書 Cの日付の相違は，伯によるその確

認の手続きを示す部分(77) の複雑な文面からも明白になると， ドゥドレは考え

る。即ち，この部分では， (i)参事会からの伯による確認の要請に続いて， (ii)参

事会によるこの文書内容の順守の一層強調された形での意志表示が行なわれて

おり，しかる後に初めて， (iii)参事会による押印がなされたこの文書 く…ces

presentes lettres seelees du scel de le vile dyppre .. 〉 に，参事会の

要請を受けた形 { ... a la priere et a la requeste de nos eschevins de 
le vile dyppre .. ふ―-ーで伯の押印が行なわれているのである。以上の部分

は，先に公布した文書A・Bと文書Cの内容が，後に述べるように余りに大き

な相違を示しているため，伯が確認を与える前に，参事会の意図を今一度確か

めるべく要求した文言であり，起草の日付順が文書A・Bそして文書Cとなる

のは当然である，とドゥドレはいうのである (78)。

このことは必然的に，ェスビナ， ヒ゜レンヌの史料集において収録された文書

の配列が，日付順となっていないことを意味する。そこでドゥドレは，その配

列を日付順に従わせ，かつ各文書の条項の区分も変更した上で，これら 3つの

史料の全文を PieceJustificative No. I,._IIIとして新たに刊行している (79)。

3文書起草期日が確定されると同時に，第 3点として，文書A・Bと文書c
の内容の決定的な相違が指摘され得る。即ち，文書A・Bでは，各々主として

「縮充エ」 foulons,「剪毛エ」 tondeursに対して言及がなされ，全体としてこ

うした下層手工業者の賃銀・労働条件を明確にする規定が設けられているので

あるが(80), 彼らの雇用者たる「ドラピエ」 drapiersあるいは親方手工業者が，

現物賃銀の支払いをすること，識人が親方の家で寝食を共にすることを禁じる

条項が設定されていること，また，参事会と他の「同職組織」 metiersが主催

する法廷への剪毛工による代表派遺が認められていることなど(81)からすると，

下層手工業者の経営の安定確保が，殊にドラピエなど上層手工業者からの彼ら
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の保護を主眼として，追求されているように思われる。

これに対し文書Cでは，内乱以前の商人＝都市貴族による手工業者への様々

な不正・横暴を反映するかのように， フランドル伯が， ＜．．．都市イープルの

悪しき風習を除去し，そこに良き慣習と法とを打ち立てる..• 一ー…osteles 

mauvais usages de le vile dyppre et i mette boines coustumes et boine 

loiscs2)ー一旨が明言されるとともに， ドラピエについて，＜．．．（取引所内の）

燈火の費用は， ドラビエに帰さるべし...• 一—-... on face clartei a ce tan t, 
comme on voura an coust des drappiers <s3) - , {ドラピ エは， 自らの仕

事のために海のこちら側において，自らの欲する場所で羊毛を買うことができ

る〉一—...Ii drapier puissen t acheter laines pour leur ouvrages ou quil 

leur plaira de cha la mer<s4)―とあるように，以前には許されていなかっ

た，ドラピエの取引所での販売が可能となっていることが示唆され，更にドラ

ピエの羊毛取引を自由化する規定が行なわれているのであって，そこに前 2文

書とは全く逆に， ドラビエ層を優遇する意図が見てとれるのである。

(2) 都市貴族による手工業者への対応

内乱前の 3つの文書に対する前記のような理解は，第 3の文書が他 2者より

も後に起草されたものであることをより明白にすると同時に，この時期の都市

貴族が手工業者に対し一定の政策を取り，しかもそれが内乱に近い時点で変化

したことも示している。前節で概観しておいたように，イープルでは13世紀を

通じて，ハンザ商人を中心とした都市貴族層が政治・経済的支配を維持してい

たのであるが，イープルの経済的繁栄とともに，その寡占体制に不満を抱く下

層市民あるいは手工業者との間で，対立も激化していた (85)。特に，生産組織者

として経済的上昇を実現するのに最も近い地位にあったドラビエ層と，それを

阻止しようとする商人層との軋礫は大きかったといえる。手工業者の不満の高

まりを感じた都市貴族層は，前記第 1・2の文書に見られるように，まずドラ

ピエと下請け関係にある縮充エ・剪毛工など下層手工業者の優遇策を通じ， ド

ラビエ層を孤立化させることによって状況の打開を図ったと思われる。しかし

ながら，イープル経済の発展による利益を独占してきた商人＝都市貴族層に対
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する敵対行動においては，手工業者層は一体となっており (86), この時点での

ドラピエー下層手工業者間の分断策は成功し難い状況にあった。そこで都市貴

族側は一転して，明らかにドラヒ゜エとの妥協の産物とも思われる第 3の文書を

公布し，手工業者層との決定的な対立の回避を試みたというのが，現在までの

研究者の一致した見解なのである (87)0 

10月初旬における内乱勃発という現実から見るならば， 9月の時点での 3文

書作成・公布は， ドラピエを中心とする手工業者層の暴動発生を眼前にして，

その対応に苦慮する都市貴族側の切迫した状況を如実に示しているように思わ

れる (88)。

(3) 反乱の経過一ーポーペリンヘ手工業者の役割ー一

1280年イープルの内乱において，その主謀者がドラビエであったことは確か

である (89) が，内乱の直接の契機となったのは，ポーペリンヘ手工業者による

ィープルヘの進軍であり，しかもそれにはイープル富裕市民が深く関与してい

た。即ち， 1280年の時点で既に相当発展していたボーペリンヘ工業も，流通部

面においてはイープル商人に大きく依存しており，そこでの手工業者の地位は

ィープ）レ手工業者と同じ状況にあったと考えられる。そうした中で，イープル

都市貴族内部の抗争により，一時ポーペリンヘに身を寄せていた 2人のイープ

ル市民 Henride l'Eckhou t及び HenriOudewinは(90), 内乱発生の機運を

察知すると，ボーペリンヘ手工業者に武器と賃金を供与して，扇動を行なった

のであった。こうして武装蜂起したボーペリンヘ手工業者たちはイープ）レヘと

向かい， f~ubourg に集住していたイープ）区手工業者を加えつつ，市内に攻め

入って， ドラヒ゜エとともに破壊行為を行なったのである (91)0 

翌1281年 4月から開始されたフランドル伯の調査(92)によれば，ボーペリン

への様々な手工業者が，極めて多数暴動に参加したことが明らかとなっている

が，それはまた，同時期のポーペリンヘ工業の規模の大きさをも示している。

更に，前記 2人のイープル市民のボーペリンヘヘの逃避は，少くとも特定のイ

ープル富裕家系と同工業とに深い結びつきがあったことを示唆するのである。

なおイープルの内乱は，ボーペリンヘ手工業者の帰還により急速に収束し，
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伯ギィの息子ロベールの名代である Sigerde Bailleulの権威のもと，参事会

の機能も旧来通りに復活したのであった (93)0 

頂 都市貴族支配の動揺とドラピエの台頭

(1) フランドル伯の裁定文書

フランドル伯ギィは， 1281年 3月23日フランスからイープルに到着した。内

乱についての裁定は彼の帰国まで持ち越されたままであったため，伯は直ちに

イープルとボーペリンヘについて調査を行ない，内乱の直接の原因を明らかに

し，裁かねばならなかった。こうして伯は，内乱に関する裁定文書を 4月に公

布したのである (94)。

その内容において第 1に注目しなければならないのは，内乱前における 2つ

の対立に関しての伯による言及である。既に述べたように，内乱の直接の発端

は2人のイープル市民による，ボーペリンヘ手工業者の扇動であった。このこ

とは，イープル都市貴族家系内部において対立が生じていたことを示し，伯も

その事実を認めている。 しかし伯は， 一方でく市参事会員とそれに組する者

達►, 他方でくドラビエ，織布工，剪毛工及び……他の多勢の者達}(95) とする，

ふたつの集団（都市貴族と手工業者）の間に対立のあったことも明白に認識して

いたのである。このことは伯が，＜敵対する家系間 lignages}のみならずく対

立する 2派 partiesも平和を保つよう〉 (96) に命令していることによって裏付

けられる。

第 2は，内乱直前からの伯による毛織物工業政策の一貫性である。内乱前に

発布された第 3の文書では，都市貴族側からドラヒ゜エに対して大幅な譲歩がな

され，羊毛購入の自由が認められていた訳であるが (97), これを再確認する形で

伯は， ドラヒ゜エにフランドルでの羊毛購入の自由を許可している。即ち，＜…

…ドラピエは，自らの仕事のため海のこちら側で都合良き日にいかなる仕方に

おいても羊毛を購入できる，..}一ー...Ii drapier puissent achater laines de 

toutes mameres pour leur ouvrage, decha le meir, pour tout et a teil 

jour comme il leur plaira ... <9s)—，と。
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(2) ドラピエの羊毛・毛織物取引への進出

以上のように伯の政策に支持されたドラピエ層は，内乱以降急速な勢力伸長

を遂げる。 しかもそれは，イープル商人の内乱以前からの商業活動の後退(99)

と内乱後の羊毛取引の自由化に伴ないつつ，従来の生産組織者としての営みか

ら，商業部面へ積極的に進出することによって果たされた。

このような傾向は，まずイングランド羊毛売買自由化の一層の拡大において

端的に示される。即ち，前述の伯による認可を受けて，その後に成文化された

羊毛取引に関する規約では，初めく父親がハンザ商人でない市民，またハンザ

加入料を支払わない市民は，商取引のためにイギリスヘ赴き，あるいは商品を

輸送してはならない〉―-Nusbourgois onghebuerdech voise en Engletierre, 

ne i envoieche son avoir pour marchandeir ... , se il n'a achate se hansecioo) 

—ーと定められ，ハンザヘの加入という条件付きでのみイギリスでの商業が可

能となっていたのであるが， 1289年となると，ハンザヘの加入は依然として条

件ではあったが，それはく古き慣習によるもの► selonc le anchiene usage 

――ーと緩和された表現に代わっており，ドラピエなどの市民にイングランド羊

毛の買付け，更にはフランドルでの《卸売り》 vend re se laine en gros c1o1) 

ー一の自由が明記されるに至るのである。

ところでドラヒ゜エには，毛織物の自由な売買は許されていなかった。このこ

とは， 1281年 1月，他人の毛織物を販売したドラヒ゜エあるいは織布エが，市当

局から罰金を課されたこと (102), または内乱後の規約にも，生産者のこうした

販売行為を禁じた条項があること (103), などからも明らかである。

しかしながら，その中でドラヒ゜エ層は，取引所において自己の生産物を取引

する権利を次第に獲得していくのである。まず既に1281年 4月の伯文書におい

て，《•…••いかなる者であれ取引所に毛織物を持ち込む者は，それを売台で仲

介者ないし商人に見せることができ，（イープル）商人や他の者は，（勝手に）

その毛織物を移動してはならない……〉一ー...kiconques aportera en le hale 

drap a vendre, queil que il soient, sour le stal dou vendeur Ii puissent 

veoir couletier et achateur ne de la ne les puissent mouvoir li bar-
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ghengneur ne au tre ... <1o4)一とあるように，ハンザ商人による取引所での販

売活動の独占が禁じられていた。その後13世紀末頃の規約には，く（毛織物）生

産者は，取引所の売台上に12反以上のエスタンフォー］レ織を陳列してはならな

い〉—―...nus faiseur soi t si hardis ke il meche en se pile en le hale, 

plus ke 12 estamfors ... ー~ また＜……生産者は， 火曜と土曜に自らの

毛織物を取引所内で売ることができる……〉―-Iifaiseur ... steront sour le 

hale pour vendre leur draes, sour chascun mardi et vendredi <io5)―と

の条項があり， 当時ドラヒ゜エたちの取引所での活動が恒常的となっていたこ

とが見てとれる。 このように， 13世紀末ドラヒ゜エが， 毛織物販売の面におい

ても， ハンザ商人の支配を次第に掘り崩す傾向にあったことが明白なのであ

る(106)

゜

(3) ドラピエの台頭によるイープル毛織物工業の構造変化

前述したようなドラビエ層の経済的上昇は，社会的・政治的上昇をも伴なっ

ていた。 J.ドゥメイによれば，内乱後のドラビエの居住区を検討することによ

り，彼らと富裕商人層との｀同質化"assimilatie的現象が見てとれる，とい

ぅ(107)。即ち，内乱後伯がドラヒ゜工に課した罰金の支払い額を地区毎に分けて

観察した場合，彼らの殆んどはイープル市壁内に居住し，しかもこのうちかな

りの数が，都市貴族層の主たる居住区である第 1次市壁内に住んでいたことが

分るのである。ドラヒ゜エの都市中心部近くへの集中は，少くとも彼らの富裕市

民層への上昇を示すと， ドゥメイは考える。

また彼らは， 1294年にイープル参事会へ代表を選出することによって，市政

参与の足掛りも得ている。更に1304年に，企業家であるドラピエの支配に耐え

かねた織布エ・縮充エとの軋礫においては， 1280年の内乱の場合とは全く逆

に，参事会の支援を得たドラピエ側が，こうした手工業者を抑圧する態度を見

せているのである。

つまり， 13世紀末から14世紀初めにかけて， ドラビエは生産組織者として生

産部面に確固たる基盤を維持しつつ，流通部面においても，旧来のハンザ商人

に比肩し得る地位を獲得し，以前のイープル工業の構造における吋笥人対生産
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者"という単純な図式を大きく変化させたのである (108)。このように， 14世紀

初頭のイープル毛織物工業は，生産組織者が流通部面でも力を振い始めるとい

う新しい事態を迎え，一定の機造的変化を遂げつつあったと言わねばならな

し‘
゜

おわりに

13世紀イープ）レ毛織物工業についての以上の検討を，本稿の初めに挙げた最

近の研究における 5つの論点と照合し，以下の諸点を指摘することで結びに代

えたい。

第 1は，イープルについて「商人＝企業家」説批判の妥当性が検証されたこ

とである。ハンザ商人を中核とするイープ）レ富裕商人層は，主としてイギリス

羊毛の独占的供給と取引所における輸出向け毛織物の排他的取引により，毛織

物工業の流通過程を掌握してはいた。しかしながら，彼らは生産部面に直接介

入してはおらず，生産組織者たるドラヒ°エを中心とした手工業者たちは，商人

からは相対的に独立した経営を行なっていたのである。

第 2に指摘しなければならないのは， 13世紀末イープル毛織物工業の構造的

変容の開始であろう。これは，上層手工業者ドラピエの台頭によって明瞭に示

される。 13世紀イープ）レ工業の発展に伴ない，経済的上昇を遂げていたドラヒ°

工層は， 1280年の内乱を契機として，ハンザ商人による羊毛供給独占という栓

桔から部分的にではあれ解放され，企業家として生産部面掌握の維持・強化を

図りつつ， 14世紀初頭には自ら羊毛卸売り商人の地位にもつくことにより，内

乱以前とは異なったイープ）レ工業の生産構造を作り出したのである。 この点

は，中世末期における都市工業の再評価をも含んだ最近の論点のうち 4),5) 

の点に連なると予想されるだけに重要である (109)0 

第 3は，ボーペリンヘ毛織物工業の13世紀における相当な発達である。 1280

年の内乱においては， かなりの数のポーペリンヘ手工業者がイープ）レ手工業

者とともに，共通の敵である都市貴族に対して武装蜂起を行なったのであっ

た。この事実は，農村工業の遍在という前述 3)の論点を検証するものといえ
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る。またそれは， 14世紀イープルとボーペリンヘの毛織物工業をめぐる厳しい

対立(110) という構図から見るならば， 13世紀から14世紀にかけての両者の関係

の著しい変化をも示唆しているのである。

13世紀末までについての上記の諸点を十分に考慮することによって， 14世紀

に発展が顕著となる農村工業との関係を視野に収めた， 14-5世紀イープ）レ毛

織物工業の研究が可能となるのであり，それはまた，当該時期における都市工

業一農村工業関係解明の糸口ともなろう。今後の課題とする所以である。

＊本稿での文献引用は，末尾に掲げた文献目録の番号による。
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て，北仏・フランドル毛織物工業の南欧向け輸出の早くからの発展を論じており，

興味深い。

(6) Demey 〔肛 pp.132-44; Merlevede 〔認〕， p.31. 
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p. 170), またヴェールヌは， 1286年イープルでその製品を販売している。 (Espinas

& Pirenne 〔認〕 ill, p. 365. なお以下ではこの史料集をEP.と略記する。）

(13) イープルの西方約 10kmに位置するポーペリンヘ（地図〔 I〕参照）からは，他の

村落からと同様に，遅くとも13世紀後半にはその出身者がイープル付近に移住し，

手工業者として定着していた (Doudelez〔且a〕， p.59, 臼4℃〕， p.64)。なお在地
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(16) Doehaerd (11), t. II, No. 1482 (p. 827), No. 1767 (p. 1069). 
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